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Jーのよ時1i，漏出海岸比国基幹事業[2{J~~の完成予!Ji['J!lです。湖南海 ')ι公践の構想;主将入)1 1から花ノ!()II までの海岸線約 4 0，ロ…者;を対象と

するものですが、そのうちとくに、太洋中市測。持日liiドライブウェイにそって広がる8，36へグタールを基幹家業広域とし、 38年度以来

ここに1，500万円の施設設を投じ亡100台収容の無料駐車場(2似)平方m)や、芝生広場(40∞平方m)、200mトラヲグの淫動j阜、 20mプー

ルなどを完成してきました。今年度はさらに1，5007jf'l'ごここにあmと50mプールをつ〈句、号百年疲開場のす十日耳でT。新司f怒設計図;r>2
;ζ5か午;十両，_よるI:'::守主主主登3，630万一l可が完了の?立4jイドの予定で仁

働
く
者
の
祭
典
、
世
間
十
日
制
労
働
祭
は

五
月
一
日
ま
ち
ぐ
る
み
で
開
催
ナ
ペ
く

準
備
が
ア
ム
め
ら
れ
て
い
ま
ナ
。
主
僚

は
、
平
塚
市
と
、
平
塚
山
川
区
労
、
半
場

開
一
区
向
説
、
中
家
事
大
口
調
所
、
叫
塚

市
癌
速
、
平
婦
漣
な
ど
の
五
団
体
の
代

表
者
で
揖
成
ナ
る
労
働
祭
実
行
安
田
開
会

内
令
長
加
藤
市
長
U

で
、
十
潟
記
号
記

念
し
C
一
般
市
民
も
拳
加
で
古
る
労
働

祭
と
ご
す
る
携
想
を
と
り
、
と
く
に
前
夜

祭
に
人
気
橋
演
の
コ
メ
デ
デ
ア
ン
牧
伸

二
乙
ド
ン
キ
l
'
カ
ル
テ
，
ト
ら
ι

押しプ

ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
る
な
ど
、
新
傾
向
を

と
り
入
れ
て
い
ま
ナ
。

前
夜
討
民
法
、
同
月
一
一
一
十
日
今
後
六
時

か
ら
市
民
セ
ン
タ
ー
に
開
催
、
新
山
ト

リ
口
と
ノ
リ
ロ
ー
の
司
会
C
、
牧
伸

一
一
と
ド
ン
キ
i
-
カ
ル
テ
f

ト
、
治
活

の
出
出
来
丸
、
ミ
ー
一

i
ジ
カ
ル
・
ポ
I
イ

ズ
、
奇
術
の
松
山
地
声
帯
花
~
静
的
ざ
ん

ら
が
出
以
の
予
窓
で
ナ
。
入
場
無
制
。

労
働
祭
は
五
月
一
日
と
し
、
う
ち
第

一
一
一
十
七
凶
縦
一
メ
ー
デ
ー
大
会
は
午
前

九
時
か
ら
江
援
中
学
校
に
約
二
万
人
を

あ
つ
め
て
向
田
鎖
、
続
い
て
市
中
一
円
滑
に

5
つ
む
駅
前
で
流
れ
解
散
の
予
定
で
ナ

記
念
野
曲
部
大
会
は
十
一
一
時
三
十
分
か

ら
市
首
相
山
賀
球
場
と
太
洋
中
学
校
グ
一
フ

ン
ド
に
開
幕
、
宮
公
庁
・
地
区
労
・
地

区
内
山
町
出
・
関
連
の
代
支
四
千
?
ム
が
山
田

晴
樹
熱
戦
の
予
定
。
す
で
に
官
公
庁
チ
マ

ム
は
市
役
所
が
代
表
と
き
ま
り
、
的
の

グ
ル
ー
プ
も
予
』
躍
が
行
な
わ
れ
て
い
ま

ナ
。
記
念
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
も

一
日
十
二
時
三
十
分
か
ら
滋
浜
高
校
グ

ラ
ン
ド
に
開
幕
~
野
滋
と
閉
じ
代
表
凶

チ
ム
が
対
戦
の
予
定
。
市
民
多
終
の

鋭
戦
を
歓
迎
し
て
い
ま
T
。

一一/ 1題弘田
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市立綴喜韓高校最後の卒業式で

4年罪事皆勤践を受けた
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(2) 

一
一
一
月
市
議
会
定
例
会
の
鋳
}
宮
、
加
藤
市
長
は
、
議
会
に
昭
和
四
十
一
年
度
当
初
予
察
予
選
揖
ナ
る
に
あ
た
っ
て
、
予
算
編
成
の
方

針
を
説
明
し
ま
し
た
。
市
長
は
こ
の
な
か
で
「
任
期
最
後
の
空
度
を
む
か
え
た
が
、
健
念
と
熱
意
と
を
も
っ
て
こ
の
四
年
間
麓
突
に

市
民
の
脅
頼
に
こ
た
え
る
べ
く
努
力
し
て
宮
た
e
引
き
続
き
協
力
4
0
b

得
て
住
民
福
祉
の
摺
迭
と
市
勢
の
発
麗
に
努
力
ナ
る
こ
と
を
改

わ
て
響
う
」
と
し
、
定
お
嘗
め
こ
ま
か
い
行
政
を
行
な
っ
て
「
明
る
い
、
畿
か
な
、
住
み
よ
い
都
市
づ
く
担
」
を
寝
額
約
に
控
訴
凡
し

た
い
と
の
べ
ま
し
た
。
予
算
編
成
方
針
演
説
の
喪
皆
次
の
と
お
り

土
地
一
弘

題
整
潔

(第3種郵便物認可〉昭和41年 4月15日

BB  51土

不幸な少年たちのよい

兄・主主となり、古乙だち

となって、少者三の;{Lち

llii:Dを助ける運動です
あなたもど参力日くださ

いまーせんか。
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第174号(第3種郵便物認可)

一
エ
丹
市
議
会
定
例
会
は
、
同
月
九
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
鱗
車
骨
一
に
開
会
、
四
十
一
年
度
一
般

@
特
別
+
会
計
の
各
当
初
予
葬
、
作
品
佑
セ
ン
タ
ー
用
地
と
鈎
ニ
花
水
小
学
校
用
地
の
質
収
索
、

新
人
権
擁
護
察
鱈
候
補
者
の
捲
簿
業
な
ど
一
ニ
十
五
銭
擦
を
審
議
い
ず
れ
も
晴
朗
察
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。
と
く
に
今
競
合
で
は
、
構
図
建
設
用
地
の
測
察
、
図
書
館
、
英
漏
山
舘
・
資
制
料
館
を
兼
ね

る
交
佑
セ
ン
タ
ー
の
調
査
醐
問
、
田
駅
前
広
場
敬
修
ヱ
事
初
藍
度
分
、
学
区
再
編
成
安
田
見
越
し
た
花

水
地
区
学
校
用
地
掃
回
収
な
ど
、
市
民
の
灘
、
む
を
あ
つ
め
♂
る
一
連
の
施
策
が
異
体
化
し
ま
し
た
。

中

原

氏

磯

村

氏

大

本

さ

ん

利

自

民

昭和41年 4月1513 

" 
予
算
に
七
墳

の
付
帯
意
見

麟欝鱒

一
一
一
沼
市
議
会
結
例
会
問
同
月
士
ハ
m

抽
霊
祭
麗
を
と
ら
れ
た
い
。
へ
建
設
さ
れ
た
い
。

g
、
安
村
恵
一
一
一
ム
品
川
競
究
開
州
市
績
を
一

2
隠
民
健
療
保
倹
事
幾
そ
の
他
、
織
の
一

5
区
制
時
前
臨
盗
事
業
は
針
蕗
ど
お
り
進
捗
一

蕊
酬
問
委
属
国
民
と
ナ
る
予
算
特
別
委
議
会
一
負
留
に
よ
る
べ
き
事
世
間
の
濁
路
支
出
一
ナ
る
よ

B
努
力
さ
れ
た
い
。
一

を
設
醸
し
て
四
十
一
証
度
予
算
を
審
議
一
金
む
滋
綴
に
つ
い
て
、
な
お
引
吉
統
一

6
学
広
線
成
に
つ
い
て
ナ
み
や
か
に
計
一

そ
れ
を
前
一
決
す
る
に
あ
た
っ
て
次
の
付
一
嘗
政
府
に
対
し
強
く
瀦
動
さ
れ
た
一
慌
を
樹
立
さ
れ
た
い
。
一

重

見

を

つ

け

ま

し

た

。

一

ぃ

。

7
行
政
機
構
、
と
く
に
襲
邸
内
喜
一

門

付

帯

態

見

一

回

一

3
保
育
所
に
つ
い
て
敷
地
を
辱
急
に
取
一
欝
を
は
か
り
、
な
お
各
執
行
機
関
闘
相

1
昭
和
四
十
年
度
競
輪
車
換
の
品
開
担
磁
一
得
し
早
期
建
設
を
は
か
ら
れ
た
い
。
一
互
の
速
併
を
密
に
し
、
骨
行
に
そ
と

し
収
益
金
に
つ
い
て
、
ナ
み
や
か
に
一

4
鱗
脅
裳
に
つ
い
て
は
議
劉
予
定
地
内
一
を
吉
た
さ
な
い
よ
う
さ
れ
た
い
。

ミュージカル e
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市
は
、
今
年
泣
か
ら
、
市
民
組
織
に
一
担
当
の
市
民
課
で
は
、
ち
か
い
う
ち

対
し
で
、
障
体
滋
営
費
の
}
磁
を
助
成
一
に
市
民
同
組
織
に
遜
知
を
出
し
、
助
成
金

ナ
受
刀
針
を
と
担
、
松
奈
福
松
費
の
詣
一
の
箆
付
手
続
曹
を
と
る
よ
う
求
め
る
ほ

初
予
察
内
に
「
由
国
治
会
等
市
出
国
組
織
湯
一
か
、
綴
織
の
な
い
}
部
の
地
域
に
も
市

成
金
」
百
七
十
鹿
万
円
を
計
よ
し
ま
し
一
民
組
織
が
結
成
さ
れ
る
ぱ
い
に
は
、
事

た
。
市
が
、
市
民
組
織
に
勧
成
金
を
山
山
一
務
的
怠
臨
で
動
力
し
新
岡
山
体
に
も
助
成

主
の
は
戦
後
は
じ
め
て
。
一
金
を
焚
付
し
て
い
く
と
し
て
い
ま
ナ
@

助
成
金
額
法
、
既
成
溜
体
に
対
し
て
一
新
組
織
の
結
成
本
ど
、
ど
格
輸
酬
は
民
生

均
等
部
一
一
間
体
一
一
一
干
内
、
役
帯
額
一
敬
一
抑
制
市
民
毅
の
庶
務
用
問
へ
お
寄
せ
く
だ
さ

掃
に
つ
き
五
十
円
の
合
計
額
で
ナ
。
一
い
。

市
内
の
宮
山
由
民
福
織
は
、
務
怒
面
白
二
十
一

五
節
体
、
全
盛
帯
数
り
七
一
一
一
・
一
湾
に

あ
た
る
約
二
万
限
千
数
構
が
加
入
し
て

い
る
と
帥
抽
出
血
さ
れ
、
澱
境
帽
間
生
や
紡
犯

な
ど
一
を
は
じ
む
、
行
政
の
あ
ら
ゆ
る
箇

で
協
力
が
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

市
は
、
と
れ
ら
市
民
組
織
に
対
し
て

緩
ガ
行
政
機
開
酬
の
介
入
や
干
渉
を
避
け

そ
の
国
民
主
性
を
尊
震
ナ
る
と
の
立
ち
揚

を
と
っ
て
吉
ま
し
た
。
今
邸
の
助
成
金

交
付
ゐ
、
に
の
従
央
の
考
え
方
を
変
説
毘

ナ
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
、
市

民
組
織
の
鍍
金
な
発
議
脅
撮
っ
て
支
出

ナ
る
も
の
で
す
。

市
民
組
織
の
平
均
殴
苦
情
数
は
約
二
百

世
轄
で
ナ
が
、
と
の
場
合
の
助
成
金
は

均
等
割
閉
山
一
一
千
円
プ
ラ
ス
五
δ
河×一一世間

泣
需
で
、
合
計
}
万
一
一
一
千
円
に
な
冒
ま

す。

ぬの

の
普
及
で
回
虫
が

軍量

沼

一
一
万
二
十
窃
日
住
み
よ
い
都
市
は
、
製
め
ぬ
母
棋
の
の
矢
田
閣
に
立
っ
て
、
誠
醤
を
も
り
で
張
さ
れ
、
鉄
筋
校
舎
が
続
々
蒋
矯
ざ
る
問
問
題
の
解
決
を
は
か
る
こ
と
常
υ

、

神

奈

川

新

錦

繍

穏

で

あ

ろ

う

。

答

弁

に

当

っ

た

。

れ

て

吉

た

。

も

う

〕

患

の

と

こ

ろ

に

に

ち

か

っ

た

。

刊
の
投
晴
樹
繍
に
、
市
職
員
の
親
切
が
、
鈴
木
さ
ん
の
市
当
初
予
第
に
は
市
民
震
の
た
め
き
升
」
の
で
、
今
ま
ら
プ
ー
ル
に
苧
く

片
隅
刊
の
鈴
木
い
ね
民
意
識
を
強
く
喚
起
じ
た
わ
け
で
あ
の
諸
事
業
を
、
積
極
的
に
も
D
こ

ん

を

着

け

る

よ

う

に

な

っ

た

。

せ

め

て

:

さ
ん
が
、
照
市
民
る
e
市
役
所
の
ゆ
き
と
ど
い
た
サ
i

だ
の
で
、
一
般
会
計
で
ご
土
ハ
鍍
向
子
供
た
ち
に
は
、
よ
い
施
設
設
備
の
今
議
会
で
は
一
一
つ
の
ポ
動
態
の
取

税
の
申
告
に
市
役
ピ
ス
が
、
都
市
づ
く
担
の
土
谷
で
あ
特
別
会
計
を
合
わ
せ
る
と
、
突
に
七
中
で
学
ば
せ
た
い
と
患
っ
て
い
る
。
得
が
可
決
さ
れ
た
。
一
つ
は
市
役
午
前

霊
訪
れ
た
記
事
る
奈
良
意
識
」
を
高
島
る
こ
と
を
十
五
億
円
と
い
う
大
製
予
算
と
な
っ
来
事
は
、
都
市
重
宏
闘
の
北
部
の
工
場
跡
地
六
千
七
百
余
坪

が
で
て
い
た
。
教
え
ら
れ
た
。
た
む
予
算
は
教
育
費
と
土
木
授
に
患
務
嬬
〉
事
業
が
遅
々
と
し
て
広
ま
ぬ
円
減
資
震
工
業
所
有
地
U

で
あ
る
。

ハ

そ

れ

は

若

い

こ

ζ

に

は

市

戸

侍

認

の

関

議

館

を

は

税
務
の
磯
篤
か
ら
繍
切
な
指
導
を
う
為
E

A
恥

V

A

宮
B
E
A
d
主!、ぬ
aAb
晶

じ

め

と

し

c、
教
荷
研
究
所
。
市
史

け

を

え

励

ま

し

の

岩

田

撃

で

か

鶴

本

い

お

さ

ん

の

窮

民

意

議

親

書

の

施

設

会

事

博

物

館

け
ら
れ
、
嗣
闘
に
ジ
ー
ン
と
く
る
の
を

j
、喜

m

/

F

i

-

-

J

ニ

S
d
E
E

衣
ど
、
い
わ
ゆ
る
教
育
支
給
セ
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食肉センター会計を新設

41年度当初予算は、一般会計の26鰭
18∞万円、特別会計分49億4060万円
で、予算規模は}般特別雨余計合算

15鋸5862万円、 前年間期とくら A
一般会計で2鏑:6000方向、総体で古館
40∞方向を上まわる数宇となってい
まナa この伸びは、前年の伸びとく
らべ一般会計で6000万円も多く、総
枠でも俣i年にみない大穏なものとい
え、 4今年度も、予算総模10鎗以上の
拡大は必至となりました@特別会

計では、事撲の完了した馬入工業団

地造成会計にかわって、昨年操業を

開始レた食肉センター特別会計を新

設、ふたたび9会計制をとるζ とに
なりました。会計部予算額次のとお
!J. 

麹40年度会費十別予算額
一般会計 26鑑1800万円
特部会計(合算) 4号館40E治方向
a:競輪会計 26鐙8509万円
②競馬会計 16鰭6500方向
③国保会計 2錆8906万円
G:国保診療所会罰 363万円
安鰐易水道会計 2407万円
⑤都市改造会計 1億1920万円
⑦下水道会計 1償1397万円
③農業共済会計 2316万円
⑨食肉セシター会言 1738万円

消費的需用費
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舗装をまつ東浅間大島線e 注額中校蕗西側{こ造成

第 i号児愛館!こは

総員を配震の予定

農業構造改姦に

最終の第3年:欠予算

加藤市長が、任期をしめくくる年

度の予算として、 3月市議会定例会
に提案した、 41年度当初予算は、 10

会言j-'C75億5862方河にのほれ謹磁

痢地Z慰霊量委託斜、八申書須賀線立体受

還付近用地紫l白書費、防災苦言IZ造成費十

l何帯主査委託制、第1号児護館建設費

、交的センター建設調査委託糖、駅

前広場改修予算など}速の新事業に

鵠速する予算を計上しました。その

ほか、清婦鵠係の機動力の充実、産量

業健造改著書第3年次の事業予算合計
!50(im以とにのぼる道路舗装重量、閉

じく5200肌をこえる道路新設改良費

、市t1~{主宅ôm請と開著書奇車「花主宅沼地造

成主主、南原油紡出張所新設費、土沢

中噌校翠内体商館、祖など4校の3
時主主望新校舎建設質、量豊田幼稚閣と金

問公曳鼠の新設費、国道パイパス完

i車のた阜の建設費、区雨量藍震と公共

F水道を積続的tこ沌岳ていくための

予算、広報無線を完成させる鰐3次
受信開港星空予算など申立広い施策を感

む込みました。歳入詔ふ市税の2η

%培を中心に自主財源、が紡ー99百の高
唱を占めるにきE!J、鰐府議C線高に
もかかわらず、前年以上の建設費を

計上ナるなど財政収支は安定性を深

めたとみるとともぜきまナー

前地点副知如、 中里望新町内の荻原八

幡線3刷〕血、八幡工幾陵地 2号線200
m、 八機愛甲線在壁内地内へ300四、
!目黒罪木県五華街村癌見繋N 藩士見潤前

まで442由、 大野47琴線伊勢原衆道
かる窃へ15C問、 南原神社前85m、
コンポスト特号棟150血友どを予算
化。

道話盗綴 Ci式、八il謹神主土こと震線築造
益三、泊、馬入 1号線街路築造395回、

400m， 
コンポス

ト3号線改良200問、小熊車問線改良
800皿、三共立宣悩線改良773血友どの
ほか、校大島線、古111綴!日選、寺分
阜回線・域再斤線，凋鰐別名線改修各

1伐]担分などを予算化しました。 道

賂用地環収では、八11嘩神社土議線の

程小学校から援授窃よ P4000平方メ
ートルをはじゅ、東浅飽大島線三共

池内1122平方メート Jv， 八時書須賀線
立体交差付近 2f)fí~i三万メートルなど
を計上しました。
以ょのほか妨じ稿装工事o)"ゆOm分、
千塚・大磯海洋線の用tti2紫収と移転
補償制、モーターグレーダーなど午

台の購入賞などを予努f告しました。

6田の永久

構にかけかえるのをはり時、1Zll2:窓

鴇・下回JII・清水排水路・草草七t非水
路・谷川排水路などを改修しまナ。

公盛?笹僚では、:大久保公圏tこプーん
など硬に設備を施ナほか、八幡山・

高三宮山・八選咲・銚""各公霊童を笹備

湖南海岸公閣にも幻mプーんなどを
つくむまナ.

第174号 (6) 

(民生銭関係) ・5624万丹
港地区に市内はじめてのJ居室重加を建
設ナることにしました。木造平家19
8平方メートんで図書書室・会議室・
レクリエーシヨン施設などを鍛え、

小中学生の校タ干におけるよ Eどころ
とナるもの。用地は選定中で、開館

後は児童置の相談相手になる磯輿も配

信量ナる予定ぜナ。とれと平行して、

脅少年広場の!準備も予算佑しました

こどもたちの安全な遊び場を確保し

ていこうとナるもので、とりあえず

競輪場、駐車場と松風町顔絵のョ自

動車検斎場の2:o>所に字型地などの手
を加えまナ。安会都市の立場からは

拐犯街路灯150廷を新設、 吉沢保育
所の遊関や備品鶏入のほか、大野殉

関税休懲所蝿畿、吉IR保育所用地質
収費今年度支払い分、市民センター

建設工事費今時~分などを計上しま
した。市民セYター工事費は42年度
までの5年分額J'C支払っていあもの
ーtナ.
〈衛生壁関係〕 ・6141万円

霊童童話題設に用地測援護託制など 150 釈約改修@道路鱗装@、
万をもったのをはじめ、市営納骨噴

喜重設貿易市営火葬場場内幣縞霊堂など; 住宅60戸など予算化
}速の蜜場予算を計上しました。持寄 1

掃関係では、ごみi伐祭車 2台・パキ(土木聖堂関係)3億6834万円
ユームカー 1台・清掃ベトロール車;静滋工事辻、、:m*小学校前と的訪問
1台・深ポヂイダンプ1台君主ど機動力 i第 4分f:mFIu0UO問、童話輪濁入口110m
の充実をはかったほか、 F水道事業 j東浅間大島最曜の江陽中校鐙v..，r 450m 
j 余計へ3641万円を繰り出しました。 I 平塚海岸伊勢原認の等努公社新工場

〈農耕オく践幾重量J ・r噂40万丹
農業構造攻欝事業は最終の鰐3年
次をむかえ、大運動土地改良のほか、

ーま華紫壊罪者所・背
，野菜戦送車購入

住宅態設は、今年度相撲111沿いの神
罰問地に耐火構造船戸を建設、さら

に岡崎問地の造成工事にはいる針困

'Cナ.
都市計陸軍余計に42宮7万円v戦災土地
区富整理事業負担金166万河、 防災
者吉区造成計額調査接続税 1∞万汚な
とを予算佑したほか、駅前広場9150
平方田の念頭改修司皆計額、調鉄・神

奈中・鶴E苦衝なと草畠係先との協議を
はじめました。

衛I'i¥(こ3番自の

消紡署出張所を新設

。揖街鍵憶保) .158自万円
消防護第3番密の湾際出張所を新設
しまナ。、場所は新薬重野県道に沿う!日

南原どみ焼却揚あとーふとζに鉄筋

2階建 193平方砲の庁舎を建設、 王子
M無線装備の消防車 1台と消訪部隊
1分隊を配霞の予定。 このほか水道

消火せん29築、 f碍訪弁問 5基も新設
しまナ。

屋内体育館は

今年度土沢中学校iこ

f教育質詩書係3 ・2霊童3万F号
卸小学校に鉄筋コユ/クリート 3階建
1200平方mの校舎、大野小学校に鉄
筋コンクリート 3階建l(賂2平方砲の
校合、金問小学校には鉄筋コンクリ

ート 3階建1384平方mの校舎、浜居
中学校には鉄筋コジクリーB型車建730
平方自の校舎各 1とうを新設、老朽
校舎を解消し、特別教室を整備しま

ナ。 ニヒ沢中学校には鉄骨平家654平
方mの盤内体膏銭安、神田中学校に
は20mX13皿のプーんをつく Eまナ
以上のほか、霊豊田1)'・神田小・金問

小・江陵中・神田中・ェヒ決中などの

絞地と運動績を型車備し、盛田小と金

自小の校地買収費各鰐 3年次分の昔十
よも行ないました。撰欝小tこ散水装
躍をつけるととや松喜望小の手洗揚滋

築、富士見・神間関1)'今吋賓の体宵用

具合新書罷も容まDました。
図書館・英術館・民俗資制館を併殺

ナる女佑センター務査袈統制 150方
向の計上は、今年度教育設の特色の

ひとつといえましょう@
また、量豊田幼穫盟鉄筋コンクリート

平家410平方盟、 金霞幼機関木造平
家327平方問、 金笥公民錦木造平家
36占平方田のm備、 挑浜庭球場 e須
童聖公園球揚・松風庭球草語の綴織なと

も予算化しました.

画道バイパスと

公共下水道すすめる

濁特別合計内の建設費

〈競帰事業金書十)6714 
L~雪男竺竺!万円・今年度競輪誘メ
インスタジド観覧席鉄筋コンクリー

ト1080平方mゃ、穂先掲示綴などを

新設し、場内各施設を敬f悔しまナ.
(都市改造事業)9913万円
国選パイパス本街 180m・馬入46m
閣を鍛装・ 650m砲を領海しまナ。
国道バイパスは、馬入:o>b{古水践を

40年度で完遇、}郡片側の所を徐々
に紫遺書甫装していく設瀦にあ担まナ

以上のほか街路築造1350m • 閥舗装
350m・宅地滋成3750立方m・仮排
水設箇10∞ m ・建物移転 194芦など
を施工しまナ。
〈下水道事撲〉 ・1鰭1315万円
管きよ7981m.~百霊堂きよ 1373m ・マ
ンホール187鑓などを布設、 潟入か
ら新宿のー部にかけて公共下水道を

JilliIしまナ。

今
次
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争
で
、
公
務
に
従
事
し
て
死
亡
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七
箆
以
識
の
在
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務
間
以
内
に
、
公
務

し
た
悶
軍
人
a
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属
a

車
問
騨
腐
の
遜
族
一
上
の
負
傷
や
弱
気
に
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っ
て
夜
機
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、
滋
族
援
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給
法
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一
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以
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っ
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持
金
一
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総
核
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死
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た

の
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が
行
な
わ
れ
て
い
ま
ナ
。
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れ
一
薦
人
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農
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と
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②
前
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意
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大
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法
務
求
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骨
一
六
か
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上
戦
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に
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章
、
栴
明
治
動
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相
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手
続
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と
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そ
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後
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た
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で
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に
受
給
槌
を
抱
一
年
佼
死
亡
し
た
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む
瀦
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て
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し
て
、
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緩
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に
は
十
万
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}
持
金
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給
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れ

で
、
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後
の
呼
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か
け
を
行
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っ
て
い
一
ま
ナ
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選
践
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一
諮
問
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族
年
金

ま
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弔
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務
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五

和

土

谷

十

一

一

月

一

選

狭

量

襲

撃

八
日
以
後
に
死
亡
し
た
一
軍
人
・
開
設
問
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狭
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務
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配
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付
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縛
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潤
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叫
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亡
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燦
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叶
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無
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民
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ナ
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績
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一
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給
仕
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時
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需
組
問
横
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一
一
O

勤
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に
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が
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ま
ナ
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縄
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①
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と
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わ
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で
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一
青
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育
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く

一
一
一
万
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ハ
日
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少
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育
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連
絡
会

一
絡
会
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か
れ
、
四
十
一
年
度
の
時
間
誠

一
方
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な
ど
を
協
議
、
教
甲
南
大
教
授
緑
木

一
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氏
か
ら
、
非
行
防
止
に
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け
る
家
路

一
の
役
艶
に
つ
い
て
潟
演
を
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ま
し
た

弔
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金

や

遺

族
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金
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れ

た

人

は

福

祉

へ
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IIICコ七郎氏

ハ
ム
日
U
、
石
川

x
d
ハ閉山院
U

、

山
口
臨
ん
出
円
一
間
階
U
、
総
本
敬
剖

入
野
U

、
角
田
辛
絵
ハ
長
持
U

、

倉
諸
久
〈
リ
同
属
国
本
郷
U
、
一
万
難

ハ
曲
盟
国
宮
山
下
V
、
武
井
公
可
ハ

v
m内
野
鼠
両
刀
ハ
小
鍋
島
)
、
州
側

之
助
ハ
士
口
際
d
、
平
井
林
太
郎

付
U
、
担
問
湖
町
ニ
ハ
真
土
U
、

保
政
次
郎
(
中
原
上
宿
U
O

(第3議郵便物認可〉

ら 二
宮
フ
ジ
さ
ん

一
事
賞

昭和41年 4月15日(7) 

火災にはふだんから強い鍛えを-)再訪轄の指
導で消火器の使用車訓練を受ける市役所の防火
費任者

開
山
本
語
明
ハ
西

仲
町
U
、
深
印

芦
之
助
〈
い
桜
授

翻
北
部
U
、
小

泉
街
次
〈
い
ド
吉

沢
第
一
一
υ
、
森

酬
明
治
門
前
金
目

坪
之
内
U

、
下

回
悲
=
一
(
八
日
山
拙
阿

入
山
瀬
)
、
飯
隠
春
雄
ハ
入
野
第
一

片
倉
義
久
門
駿
隠
西
町
U
、
古
川

一一一(冊目所

δ
、
相
原
由
男
会

第一一
U
、
高
税
務
銭
円
八
絡
天
窓

・
川
口
七
郎 言玄二三

39犠議開1総合聾事式

慰霊蕩議醤IIIN号事酷措通襲爵輯沼鼠藩議議

ことしも社頁のみなきんから事業資

金を出していただき、またあたらし

い社員を募る赤十字社員増強運動を

行ないます。社事費を負担したあなた

は、赤十字の事業の一端をになうこ

とを意味します。近日中に募金奉仕

者がおうかがいしましたら、倍!日の

ご支援をお里互いします。

平塚市町邑標額は本年度1，714，品∞円



(8) 

4，官JI11富士子さん f公所 421・主婦
〉 労ブJil晋倍。

5聖書比奈伎なさん(平塚1450・会社
星電〉…労力奉仕

こ見事害者華子さん(万E!l814・小田頭
ドレメ主主〉…労力奉仕

吉本自J11昇氏{中原下宿1519・公務
童書)…施設のこどもの話し合いや

勉強の相手

7縫名次第氏 f中原下窃1519・公務
箆〉 “労力雲監亡士。

自宮田 要氏〈平塚新宿728真義務〉
...英語教授

宮溜フサ江さん f虹ケ浜8の呂@潟
校教鎖〕…芸車道教授

(平嫁3520.会社草壁)

第 174号〈第3種郵便物認可J

(無機) ...茶道教浸

f平塚新街150・主婦
〉・華道教授。

14江意翼彦氏(平塚3556・日本イス
ラエル協会事務局長) ...講演。

15重量閉まり子さん〈広111709高浜高
校生たきびの会代表〕労力奉仕。

16瀬高毒事樹氏〈中原上宿1074・無職
〉…代書蓄など

17緒怒英子さん〈平域新種115・学生
〕…労力務仕

18中野修次氏〈平塚2391.理容的〕
円程皇室奉仕

J9鈴木むサヨさん(竜減ケ丘9の8
良品ナずらん会代表) ..民溜踊D
20熊沢喜己子さん(茅ケ崎市・
)ぃ労力器f:l:

21議主霊祭三氏 (r'再金目887・態食品探
J…i題318i施設に治場げ提供。

22鈴木省吾氏 (í~宮町IIの 3 ・ Jレヂ
ヤ謀容窓J霊童愛務佐。

門
人
践
の
教
育
〕

で 。
17的です。平塚市役所の室電話番号l立、平塚電報電話局がダイヤル式になったときから
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(第3額郵便物認可〕
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ま
ナ
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戦
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十
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れ
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と
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融
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付
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と
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昭和41年 4月15司
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つ
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町
れ
し
て
い

?
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ち
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限
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a
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れ
程
け
な
い
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が

i
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「
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る
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ま
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鵜
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こ
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切
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よ
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帰
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。

問
問
題
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生
ナ
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母
親
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父
親
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家
庭
で
も
何
か
の
問
題

が
お
五
い
に
責
任
を
転
嫁
し
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D
ま
ナ
。
そ
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酔
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、
友
だ
ち
と
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係
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供
も
一
協
和
に
な
っ
て
努
力
ナ
ベ
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ナ
。
意
だ
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い
ま
ナ
。

子
供
た
ち
は
お
と
な
と
滋
っ
た
い
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い
ろ
の
潟
績
が
串
ら
わ
れ

役
罪
に
住
ん
で
い
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ず
。
よ
く
い
て
き
た
と
曹
は
気
軽
る
に
研
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わ
れ
る
お
と
な
の
無
理
解
が
子
供
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と
相
談
く
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さ
い
。
お
待
ち
し

を
よ
い
学
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よ
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場
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滋
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ま
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ま
せ
る
た
め
に
む
り
に
勉
強
脅
し
門
担
当
打
回
開
刑
事

い
て
、
そ
の
子
供
の
滋
界
を
ふ
み

1O~1~五時 中庶子分望号年宮古

13~15時 二ヒ沢駐在星電蜜

5 月 9 日1O~12時宮沢小学校

13"""15fT!I' 焔犬抑留所

lO~15時大久保公箇

5 jj lO B lO~12時鐙回公民館

13~15時金国公民館

1O~12時間締公民館

13......，15ffi'f' 城島駐在綴護

5 jjll日1u'-""15時 1日公箆宮古

1C~151待中際公箆館

5月 12日lC~15時八路公民総

lO~沼市篤入消防 5分間

5jj13日 lG~12B寺消防 2分館庁舎

13~15時消防3 分間庁舎

10~15時見付合体湾総前

5月 16BIO~15問先1賀海3l:寺前

10"""15符海岸町会事務所

5月 17EIlO~15日時 須賀公E君主E
lC~15時 枝寸く余吉宮

5月18E 110.--15時潔:t見公民館
10""""15持消防1分間庁骨

5 月 19尽 1C.~15時平塚保健所

φ手数料と有効期間

(鐙録) 1践につき3申告河-4月

1日から翌年3月318までの1年
鶴有効。

(予防注射) 1喜買につき200Pl-

6;(1'月間有効。年2iTIJ受けること

小児マヒ予防

事寄生課は次の日程で、 IJ、鬼マヒ主主
ワクチンの投与を行主主いまナ。対象

のお子さんをお持ちのかたは、母子

苧緩を持参のうえ、お近くの会場へ

おつれください。

争対象児、 CD沼和初年2月 1日から

4C年 6月30笥までに主主まれた子〈
今回2問自)、Q;昭和明年7月 1

尽から41年 1月31臼までに主主まれ

た子〈今回 1回自)、③以ょのほ

か昭和39年11月 1 日 ~4日年 1 月 31

8までに主主まれ、生後3か月から
18か月の関に主主ワクチンを2回飲

まなかった子。

争巡回白稜

5Jl 9ヨ
グ 10B
， 11B 
d 128 

d 138 

d 16日

自月 7臼 松原公民館須賀公民吉富
， 8日花水公民館完IIH台裁選

場

f第 3窃辺国は5月23日から、次長号
iこ掲載しまナ〉

φ時F笥・各会場とも13時30分からlS
時まで。

狂犬病予妨注射

程犬病予防法にもとづく犬の登録と

予防注射を、盟百実施しまナ。愛犬手

帳をど持参の上、もよむの会場へか

ならずおつれください。

φ対象犬、生後3か月以上り犬

φ巡密呂寝 a

4 月 26 日 10~12a寺大神公民館

13~J5持横内公民館

10~15IT{i 神沼公民館

4 Jl 27BIO~12時大野駐在員室

13 ... ν1511寺東中原公民館

10~15時 !日四之宮公民館

4 Jl 28 GlO~15時金自践音節

宮沢小学校

土屋小学校

減島公民銭

高士見公民

J'¥ 

の接種をしていただきまナ。

φ第一回巡額臼程

5月宮古 霊童図公民館

g 10白金問小学校

， 118 旭公民館
H 12日間崎公民館

書官

H 13日中原公民館金田公民館

; 14B 神間公民館

o 30臼 i百四之宮公民館
， 31B 松原公民舘須賀公民館
8月 1日花水公民館見附台武道

場

φ童書ニ麹巡飽回程

5Jl16臼 重量回公民館

o 17白 土産霊小学校

グ 18臼旭公浸街

8 19臼 岡崎公民館
書官

， 20臼中原公民館金部公民館
9 21白 神田公民書官

5月 8日 !日沼之笥公民館

宮沢小学綬

金額小学校

減島公民館

主富士見公民

5月23臼 !百四之宮公民館 (8) 
H 24日神田公民館( ， ) 
H 258 須賀公民舘( H ) 
Q 26臼花水公民館( ， ) 
u 27巨 松原主主浅吉宮( ， ) 
Q 28臼局的合裁道議(， ) 
φ注意欝項・種誼後2選閣以内のと
きは、生ワクチンを飲めません。ま

た主主ワクチンを欽んだあと種主主ナる

ときは 58樹、ほかの予防畿運をナ

るときは 1週間以上の閣をおいてく

生ワクの投与を受けるには

く。

勝パラチフス予防

護をまえに繋チフスーパラチフス

の混合予妨緩慢も行ないまナ。もよ

lJの会場 tお受けください。

φ対象ー 3オ以上~60ヰまでの入、

ζの予防接喜重をはじめて受ける人は

ことし中に続けて3問、短写受けて
いる人は追加免疫としてことし1飽

土皇室小学校14~159寺〉

吉沢IJ、学校( Q ) 

締鰭公E克吉宮( ， ) 
量豊田公民館( g ) 

路島公民館( ， ) 
金宮小学校Cl3時30分

から15碍まで〉
旭公民館( Q ) 

金田公民宝宮( 9 ) 

中露呈公民館( 8 ) 

富士見公民館(グ〉

八綴公民館( q ) 

17B 

18日

19B 
20日

21臼

g

g

g

g

g
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へあ記事事で

ださい 0

1100一任。
あなたのための相談窓です。お

どのお開い合わせ域、
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れ

輿

と

も

丘

ろ

た

つ

湯

や

た

9
鎮
窓
生
の

同

は

ほ

代

同

閣

は

同

問

い

同

同

時

内

い

い

い

崎

問

団

11戸
ぽ

ぽ

の

白

書

苦

門

戸

一

し

な

い

遺

産

休

日

で

も

霊

し

て

い

一

輔

土

立

主

諸

説

記

語

3
2号
詑

献

川

2
M

宮
霊
童
嚢
撃
襲
診
|
寸
前
段
劉
:
一
一

J
ヘ
ぷ
め
引
1
!
?
一

る

。

識

を

要

ナ

る

場

合

は

矯

生

課

へ

。

一

星

電

や

む

遠

宮

模

て

「

で

社

の

紀

誌

が

れ

土

な

臼

わ

あ

さ

裁
判
所
内
に
駐
車

z
i議
後
波
多
欝
畿
撃
麟
イ

J
(

ぺ

機

十

一

.

さ

せ

た

ら

験

一

転

〉

序

盤

J
d
i
z
-
-

宇
何
時
謀
長
時
晶
子

LJ77γ
懇
ソ
ア
ー
ゾ
土
器
護
者
私
語
一
時
該
当
一

時
品
目
的
吋
刊
誌
が
一
体
討
議
一
五
治
験
一
上
院
討
結
一
注
目
亘

書

危

険

王

立

付

、

話

重

量

;

一

去

っ

A
Yソ
畿

欝

藤

あ

私

撃

機

議

慨

一

総

議

議

鱗

欝

懸

繁

繁

欝

議

鐘

議

鱗

一

集

中

で

ナ

。

春

風

雲

身

に

う

け

喜

一

盛
し
て
い
る
。
襲

Z
Fよ
い

方

耕

自

一

L
一

い

議

盤

整

議

一

J
よ

一

の

融

機

襲

撃

欝

一

ら

惑

を

つ

み

、

海

を

な

が

め

4

幸

一

払

一

り

J

襲

撃

連

覇

?
?
P
J
一

ー

や

議

襲

撃

襲

撃

機

議

一

山

を

こ

え

て

い

く

市

霊

会

、

ぉ

法
を
考
え
ま
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

f
z
z
¥議
韓

¥

ハ

議

=:J検
一

会

A議
覆

轍

欝

翠

麟

機

騒

議

襲

撃

土

宅

で

も

震

に

ぞ

っ

て

と

霊

く

だ

さ

ひ

と

つ

主

管

し

て

は

、

裁

判

所

一

何

事

一

関

)γ

一

三

か

ご

ム

7
1
7〆
町

一

畿

機

鱗

麟

機

欝

欝

麓

欝

鐘

議

議

機

織

す

一

ぃ

。

の
敷
地
に
駐
車
さ
せ
て
も
ら

2
3
Fす
.

又

¥

執

設

し

イ

:

子

一

三

…

ふ

曜

一

子

…

議

議

議

議

鱗

鱗

鞠

議

離

鱗

議

警

三

V
窃
月
の
歩
兵

‘L}Az勘
，
)
¥
季
¥
三
伊
可
了:;jff:;jj~
一守

23
一守

231

守

23j1ごι
妥

j1ど足
J〆ぐ4γ仁《kL
ぺ之

に
、
検
襲
務
庁

5か雪ら是た受の完んで
5もEらつ
zた臨
夢

少

号

勾

三

三

三

三

J

ぷ

ポ

で

一

:

…

ご

一

議

ιff欝
畿
欝
鱗
麟
域
欝
麟
欝
繍
麓
繍
土
マ
と
;
き
四
習
雪
月
亙
空
一
二
一
子
十
囚
雪E臼えハ一己

ら
占
5
だろ
5
か
、
と
態
い
ま
ナ
⑤
智
l」/主

J

;

i

:

i

:

:
一:一

!

!

f

;

:

一
〆
会
議
後
都
議
務
轟
轟
轟
幾
重
窓
際
機
議
襲
警
繍

ι
一
マ
集
合
午
前
九
侍
局
盟
国
体
育

造

し

星

通

震

を

し

て

射

さ

れ

綿

喜

一

一

誠

一

γ麟
懇

親

駐

韓

議

畑

一

館

ま

え

る

遊

撃

た

事

く

る

の

手

雲

、

乗

用

車

は

も

ち

ろ

ん

J
Y
Z
!こ
平

塚

童

書

勇

軍

状

で

ほ

と

;

~

守

、

韓

欝

欝

欝

鱗

議

麟

欝

議

議

で

一

マ

コ

[

ス

見

附

皇

室

l
襲

一

〓

一

~

議

機

綴

J
議
議
議
繍
翼
線
灘
警
鱗
織
機
一
山
尾
根
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
i
ス
づ

近
所
で
も
宮
前
に
び
っ
し
む
駐
車
さ
義
塾
夢
ら
バ
イ
ク
に
い
た
る
ま
で
蓄
に
ひ
し
車
道
去
互
い
の
で
、
駐
車
違
ず
量
一
イ
炉
選
議
麟
欝
議
機
種
一
た
い
に
湘
南
平
ま
で
約
四
キ
ロ

れ
て
迷
惑
し
て
い
ま
ナ
。
よ
ろ
し
く
と
轟
鱗
鱗
磯
静
め
君
、
見
と
お
し
菅
わ
る
く
し
、
焚
適
度
と
は
な
ら
な
い
。
駐
車
窓
止
に
ナ
れ
一

W
A
;
ι
一
議
騒
騒
欝
は
一
マ
解
散
十
一
時
一
一
一
十
分
ご
ろ
現

配

慮

く

だ

ざ

い

。

鞠

韓

議

欝

欝

難

で

あ

る

ば

か

り

で

な

く

、

事

2
2の人
が
か
え
っ
て
困
る
だ
ろ
5
一一ン

J
i
v
v
蚤
護
協
麟
麟
麗
議
一
地
で
、
際
協
パ
ス
の
便
が
あ
り
ま
す

平
塚
・
小
沢
襲
麟
欝
騒
騒
欝
轍
ナ
可
能
性
も
あ
り
ま
了
。
し
、
現
宅
建
警
の
良
識
に
ま
ち
一
三

J
鷺

鰯

鱗

撃

議

畿

鱗

鱒

謬

麟

霧

一

芸

春

乙

吉

宗

の

日

害

、

ぉ

緩

機

識

調

鶴

撃

機

鰭

輔

ー

た

い

。

八

関

連

り

の

一

重

要

備

が

解

一

〈

み

た

多

量

襲

警

襲

警

襲

撃

襲

撃

総

務

警

一

一

号

線

か

ら

パ

イ

騒

騒

鱗

鷺

こ

の

自

に

は

、

警

護

担

締

決

の

道

だ

。

一

j
j
i
i
i
j
j
1
2
1
1
i

一
弁
当
を
霊
さ
れ
る
の
も
よ
い
で
し

パ

ス

の

間

d
議

襲

警

D
話
て
も
ら
う
な
り
五
警
宅
門
道
路
議
貫
通
し
凶
八
語
り
は
一
ま
諮
問
料
品
川
γ同
副
総
組
一
訪
日
仲
間
切
れ
何
日
没
収
益

i
h
jく
会

適
当
に
欝
処
し
て
い
た
だ
き
た
い
F
滋

県

道

だ

が

東

海

道

か

ら

国

道

バ

イ

パ

ス

一

]

、

一

3

、

一

八
間
道
路
円
平
塚
海
岸
伊
勢
原
穆
こ
う
し
た
状
態
語
る
の
こ
加
え
て
、
妻
。
芸
そ
れ
と
同
陣
こ
〈
の
少
し
雲
E
主
二
巾
』
一
都
市
改
重
一
を
は
ふ
く
お
作
と
し
て
一
奨
局
し
て
主
主
U
童

書

露

地

。

一

マ

と

き

五

月

五

日

〈

日

J

t

t

j

、

t

J

z

v

v

一
ナ
。
量
襲
、
雲
喜
四
月
下
旬
一
品
種
は
、
雲
喜
重
量
の
ブ
一
マ
紫
合
午
前
八
時
局
盟
書

u
r諸
説

諸

問

記

長

前

日

計

日

炉

問

問

見

詰

琵

諮

問

康

一

日

壮

一

一

一

謀

議

時

在

住

詰

い

弓

協

同

混

在

日

村

山

町

長

持

一

マ

コ

lL肢体
育
や
相
撲

利
用
者
と
住
民
は
大
変
に
審
議
じ
れ
る
臼
は
、
国
道
一
号
隅
東
海
道
官
♀
塚
a

金
百
仙
大
郎
〉
擦
に
し
て
い
る
。
一
回
盟
六
月
よ
り
思
い
た
事
力
一
記
分
一
エ
が
適
ナ
る
と
さ
れ
て
い
ま
ず
。
寸
前
神
社
ま
で
、
賀
川
貯
水
池

て
い
ま
ナ
.
国
道
バ
イ
パ
ス
ま
で
の
八
潤
道
路
に
は
門
都
市
車
問
課
長
補
佐
誠
一
こ
が
で
曹
る
こ
と
、
ま
た
、
商
代
と
田
植
一
嶺
子
を
ま
く
ま
え
一
一
一
七
t
一
一
一
八
度
の
一
鬼
学
を
か
ね
て
約
七
キ
ロ

ii一
え
が
な
く
、
は
種
機
が
利
用
で
古
る
の
一
温
湯
処
理
と
か
、
除
草
剤
の
使
い
方
や
一
マ
解
散
十
二
時
と
ろ
現
地
で
、

一
で
労
力
を
節
減
で
古
る
ζ
と
、
収
盟
も
一
施
肥
婆
編
な
ど
、
箇
ま
吉
斌
筑
な
れ
J

の
一
帰
路
パ
ス
の
予
定
。

一
十
ア
ー
ル
ハ
反
U

あ
た
担
七
・
五
俵
か
一
ζ

つ
や
注
意
ず
べ
き
こ
と
が
い
く
つ
か
一
マ
潟
叉
の
と
吉
次
漉
口
総
ぃ
、
昼
食

一
室
長
憲
法
た
い
き
章
一
あ
り
ま
ナ
。
直
喜
栽
培
を
は
じ
め
る
一
重
量
の
こ
と
。

一
取
り
入
れ
て
い
曹
た
い
補
作
だ
と
し
て
一
人
は
、
各
鰻
協
の
鴬
農
指
導
部
か
、
平
一
※
歩
く
会
は
参
加
申
し
込
み
ゃ
多
品
山
町
仰

い
ま
ナ
。
は
種
に
機
械
を
導
入
し
て
、
一
家
臨
時
議
改
良
野
及
所
、
ま
た
は
、
市
役
一
は
不
問
問
、
歩
吉
や
ナ
い
軽
装
と
、
ポ
ケ

一
作
業
の
集
積
化
中
共
同
化
を
は
か
れ
ば
一
一
所
鑓
謹
隷
農
林
水
底
係
に
椙
軸
酬
を
か
一
ッ
ト
に
若
干
の
パ
ス
代
と
、
昼
食
が
あ

さ
ら
に
作
業
の
館
曜
を
た
か
培
、
穀
培
一
け
、
よ
く
、
顎
績
を
の
み
込
ん
で
か
ら
一
れ
ば
O
K
、
そ
の
日
集
合
時
開
ま
で
に

管
理
の
簡
務
化
が
は
か
ら
れ
効
巣
が
大
一
作
業
に
と
り
か
か
っ
て
く
だ
さ
い
。
一
お
い
で
く
だ
さ
い
@
と
年
鑑
の
万
、
お

き
い
と
い
わ
れ
、
こ
れ
も
指
導
の
国
点
一
た
と
え
ば
、
空
素
は
迫
胞
車
い
れ
と
し
、
一
年
寄
り
で
も
歩
け
あ
コ
ー
ス
が
選
ん
で

に
お
い
て
い
ま
す
。
一
加
屋
は
必
曲
目
に
応
じ
て
分
施
ナ
る
な
ど
一
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
め
一
、
家
策
の
健
康

ζ
の
同
固
ま
哲
殺
防
は
、
平
た
ん
で
、
一
一
由
ま
曹
裁
均
独
自
の
施
路
面
掛
曜
が
あ
わ
J

一
の
た
め
に
、
広
い
晴
れ
た
春
の
野
に
、

干
し
旧
の
と
き
泊
下
水
が
点
く
な
く
悼
一
事
前
に
併
冗
を
寝
し
ま
ナ
。
一
市
み
山
山
て
み
ま
せ
ん
か
。

(10) 

あ
た
た
か
い

こ
こ
ろ
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